


 
 

 

試験名称 天井部材クリップ接合部の強度試験 

商品名 TT スーパークリップ W  

依頼者（所在地） 株式会社サワタ（兵庫県尼崎市田能 5 丁目 8 番 1 号） 
試験実施日 平成 26 年 3 月 31 日～4 月 7 日および平成 26 年 8 月 18 日～8 月 22 日 
試験目的 当該商品を用いたクリップ接合部の許容耐力 Paおよび剛性 K を求めること。 

準拠基準 
「建築物における天井脱落対策に係る技術基準の解説 第Ⅱ編 天井及びその部材・接合部の耐

力・剛性の設定方法（平成 25 年 10 月 国土交通省国土技術政策総合研究所）」 

試
験
体 

構成材料の 

概要 

・クリップ：TTスーパークリップW 
・野縁：CW-19（JIS A 6517） ・野縁受け：CC-19（JIS A 6517） 

試験因子と 
試験体数 

引張方向

正側 負側 正側 負側
背掛け 3体 3体 3体 2体注1) 3体 省略注3) 1体注2)

腹掛け 3体 3体 3体 2体注1) 3体 省略注3) 1体注2)

注1)「資料3」および「資料4」による試験を1体ずつ実施した。

注2)「資料4」による試験を1体実施した。

注3)  水平（野縁受け）方向では、試験体形状が対称のため負側の試験を実施しなかった。

クリップの
掛け方 一方向加力 一方向加力

水平(野縁受け)方向水平(野縁)方向
加力方向および加力方法

一方向加力
正負繰返し

加力
正負繰返し

加力

 

組立時外観

と加力方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

形状・寸法 「資料 1 試験体の構成材料と形状・寸法の詳細」 
備 考 試験体の組み立ては依頼者によって行われた。 

試験方法および

評価方法 

「資料 2 加力・計測方法」、「資料 3 接合部の許容耐力･剛性の評価方法 1」 
「資料 4 接合部の許容耐力･剛性の評価方法 2」 

試験結果 

P a (N) [a ] K (N/mm) P a (N) [a ] K (N/mm) P a (N) [a ] K (N/mm) P a (N) [a ] K (N/mm)
引張方向   820[1.50] 2572 － －   920[1.50] 2328 － －

水平(野縁)方向 不確定[1.50] 493 不確定[1.50] 813   520[1.50] 196   920[1.50] 800
水平(野縁受け)方向 － － － －   860[1.50] 355   860[1.50] 355

引張方向 1030[1.50] 2591 － － 1550[1.50] 1604 － －

水平(野縁)方向  270[1.50] 509 1310[1.50] 1017   630[1.50] 262 1090[1.50] 1089
水平(野縁受け)方向 － － － －   840[1.50] 306   840[1.50] 306

背
掛
け

腹
掛
け

掛
け
方

加力方向

評価方法2（資料4）
正側 負側

評価方法1（資料3）
負側正側

 

・試験結果の一覧  ------------------------------------------------------------- 表1.1～表2.6 
・荷重P－変形G�関係  --------------------------------------------------------- 図1.1～図2.6 
 ・破壊の状態  ------------------------------------------------------------------- 写真1.1～写真2.6 
・資料5 試験データ集 
注) 表・図・写真1.n は「評価方法1」による試験結果を、表・図・写真2.n は「評価方法2」による試験

結果を表す。なお、上記試験結果中の記号の定義は「資料2」、「資料3」、「資料4」による。 

担当者 
構造部 構造試験室   
試験責任者：杉本 敏和  試験担当者：河合 大・中尾 裕典 

（a）背掛け （b）腹掛け 

引張方向： 水平（野縁）方向  ：正側    負側 
水平（野縁受け）方向：正側    負側 

クリップ 

野縁 

野縁受け 野縁受け 

野縁 

クリップ 



(N) ᶆ準

೫ᕪV (mm) (N)

1368 0.515 2915 A
1009 0.422 2554 A
1304 0.495 2837 A

a 1.50 ഛ⪃

27691227

表1.1ࠉ試験結果の一覧（引張方向加力㸪背掛け㸪評価方法1）
一方向加力試験

ᦆയの荷重P d
*1 ᦆയの変形G d 接合部の

剛性K
(N/mm)

最大荷重P max
破壊

*2

の状態平ᆒ್P d
ave

平ᆒ್G d
ave

平ᆒ್P max
ave

試
験
体

1
2
3

図1.1ࠉ荷重P－変形G  関係（引張方向加力㸪背掛け㸪評価方法1）

写真1.1ࠉ破壊の状態（引張方向加力㸪背掛け）

－

。に示す「試験データ集ࠉ資料5」ᦆയの荷重の⟬ฟ結果の詳細はࠉ1ͤ

。破壊の状態に関する記号の定義を௨下に示すࠉ2ͤ

A：クリップつめによる野縁のட ࠉࠉ

許容耐力
P a (N)

191 0.477 2572

820

࠙破壊の状態Aࠚ

0

1000

2000

3000

0 2 4 6 8 10 12

P (N)

G (mm)

一方向加力： No.1, No.2, No.3,
接合部の剛性K： �

ᦆയの荷重Pdaveと変形Gdave：
許容耐力Pa：



(N) ᶆ準

೫ᕪV (mm) (N)

1726 0.749 4783 A
1354 0.438 4751 A
1551 0.600 4454 A

a 1.50 ഛ⪃

46631544

表1.2ࠉ試験結果の一覧（引張方向加力㸪腹掛け㸪評価方法1）
一方向加力試験

ᦆയの荷重P d
*1 ᦆയの変形G d 接合部の

剛性K
(N/mm)

最大荷重P max
破壊

*2

の状態平ᆒ್P d
ave

平ᆒ್G d
ave

平ᆒ್P max
ave

試
験
体

1
2
3

図1.2ࠉ荷重P－変形G  関係（引張方向加力㸪腹掛け㸪評価方法1）

写真1.2ࠉ破壊の状態（引張方向加力㸪腹掛け）

－

。に示す「試験データ集ࠉ資料5」ᦆയの荷重の⟬ฟ結果の詳細はࠉ1ͤ

。破壊の状態に関する記号の定義を௨下に示すࠉ2ͤ

A：クリップつめによる野縁のட ࠉࠉ

許容耐力
P a (N)

186 0.596 2591

1030

࠙破壊の状態Aࠚ

0

1000

2000

3000

4000

5000

0 2 4 6 8 10 12

P (N)

G (mm)

一方向加力： No.1, No.2, No.3,
接合部の剛性K： �

ᦆയの荷重Pdaveと変形Gdave：
許容耐力Pa：



(N) ᶆ準

೫ᕪV (mm) (N)

1 288 0.319 3606 A
2 347 0.957 3481 A
3 428 0.878 3003 A
1 1406 1.906 3421 A
2 972 1.233 3689 A,B
3 1620 1.779 3490 A,B

ุ定荷重

0.8･1.5P d
ave /a

最大
�

荷重

(N) 1ᅇ目 ุ定 2ᅇ目 ุ定 3ᅇ目 ุ定 P max(N)
283 510 1.80 501 1.77 501 1.77 － 䠉

1066 1048 0.98 1015 0.95 1020 0.96 3838 A,B

写真1.3ࠉ破壊の状態（水平（野縁）方向加力㸪背掛け）

。に示す「試験データ集ࠉ資料5」ᦆയの荷重の⟬ฟ結果の詳細はࠉ1ͤ

定ḍの್はPุࠉ2ͤ d
cyc /(0.8･1.5P d

ave /a )を表し、ุ定荷重を‶たさない場合は㉥Ꮠで示す。

。破壊の状態に関する記号の定義を௨下に示すࠉ3ͤ

B：クリップつめによる野縁のடࠉによる野縁のᨭᅽ破壊ࡌࡡA：クリップ-野縁接合 ࠉࠉ

図1.3ࠉ荷重P－変形G  関係（水平（野縁）方向加力㸪背掛け㸪評価方法1）

許容耐力
P a (N) ഛ⪃

正負繰返し加力試験において、1.5D a฿㐩の荷重がุ定

荷重を‶たさなかったため、許容耐力は確定しなかった。－ －

正側 負側

正側

負側

70 0.718 493

0.479
1.093

a
1.50
1.50

正負繰返し加力試験

ไᚚ変形基準್D a s1.5D a฿㐩の荷重P d
cyc (N)*2

破壊
*4

の状態(mm)
方向

3363

負
側

1333 330 1.639 813 3533

正
側

354

表1.3ࠉ試験結果の一覧（水平（野縁）方向加力㸪背掛け㸪評価方法1）
一方向加力試験

方
向

試
験
体

ᦆയの荷重P d
*1 ᦆയの変形G d 接合部の

剛性K
(N/mm)

最大荷重P max
破壊

*3

の状態平ᆒ್P d
ave

平ᆒ್G d
ave

平ᆒ್P max
ave

-1500
-1000
-500

0
500

1000

-2 -1 0 1

P (N)

G (mm)
-4000

-3000

-2000

-1000

0

1000

2000

3000

4000

-50 -40 -30 -20 -10 0 10 20 30 40 50

P (N)

G (mm)

-3000

-2000

-1000

0

1000

2000

-10 -8 -6 -4 -2 0 2 4 6 8 10

P (N)

G (mm)

一方向加力(正負)： No.1, No.2, No.3

正負繰返し加力： � ุ定荷重： �s1.5Da：
接合部の剛性K：ᦆയの荷重Pdaveと変形Gdave： �

（a）一方向加力試験と正負繰返し加力試験

（b）一方向加力試験 (ᦆയの荷重・許容耐力・剛性)

（c）正負繰返し加力試験 (ุ定結果)

（a）破壊の状態A（正側） （b）破壊の状態A（負側） （c）破壊の状態B



(N) ᶆ準

೫ᕪV (mm) (N)

1 388 0.712 3041 A
2 498 1.290 3161 A
3 350 0.428 3374 A
1 2264 2.041 3397 A,B
2 1964 2.749 3064 A
3 1672 1.014 3393 A

ุ定荷重

0.8･1.5P d
ave /a

最大
荷重

(N) 1ᅇ目 ุ定 2ᅇ目 ุ定 3ᅇ目 ุ定 P max(N)
330 436 1.32 450 1.36 463 1.40 － 䠉

1574 1933 1.23 1849 1.17 1803 1.15 3555 A,B

写真1.4ࠉ破壊の状態（水平（野縁）方向加力㸪腹掛け）

。に示す「試験データ集ࠉ資料5」ᦆയの荷重の⟬ฟ結果の詳細はࠉ1ͤ

定ḍの್はPุࠉ2ͤ d
cyc /(0.8･1.5P d

ave /a )を表し、ุ定荷重を‶たさない場合は㉥Ꮠで示す。

。破壊の状態に関する記号の定義を௨下に示すࠉ3ͤ

B：クリップつめによる野縁のடࠉによる野縁のᨭᅽ破壊ࡌࡡA：クリップ-野縁接合 ࠉࠉ

図1.4ࠉ荷重P－変形G  関係（水平（野縁）方向加力㸪腹掛け㸪評価方法1）

許容耐力
P a (N) ഛ⪃ －

270 1310
正側 負側

正側

負側

77 0.810 509

0.540
1.290

a
1.50
1.50

正負繰返し加力試験

ไᚚ変形基準್D a s1.5D a฿㐩の荷重P d
cyc (N)*2

破壊
*3

の状態(mm)
方向

3192

負
側

1967 296 1.935 1017 3285

正
側

412

表1.4ࠉ試験結果の一覧（水平（野縁）方向加力㸪腹掛け㸪評価方法1）
一方向加力試験

方
向

試
験
体

ᦆയの荷重P d
*1 ᦆയの変形G d 接合部の

剛性K
(N/mm)

最大荷重P max
破壊

*3

の状態平ᆒ್P d
ave

平ᆒ್G d
ave

平ᆒ್P max
ave

-2000
-1500
-1000
-500

0
500

-2 -1 0 1

P (N)

G (mm)
-4000

-3000

-2000

-1000

0

1000

2000

3000

4000

-40 -30 -20 -10 0 10 20 30 40

P (N)

G (mm)

-3000

-2000

-1000

0

1000

2000

-10 -8 -6 -4 -2 0 2 4 6 8 10

P (N)

G (mm)

（a）一方向加力試験と正負繰返し加力試験

（b）一方向加力試験 (ᦆയの荷重・許容耐力・剛性)

（c）正負繰返し加力試験 (ุ定結果)

（a）破壊の状態A（正側） （b）破壊の状態A（負側） （c）破壊の状態B

一方向加力(正負)： No.1, No.2, No.3

正負繰返し加力： � ุ定荷重： � s1.5Da：

接合部の剛性K：ᦆയの荷重Pdaveと変形Gdave： �

許容耐力Pa：



(N) ഛ⪃
*1 (mm)

平ᆒ್

G d
ave (N)

平ᆒ್

P u
ave (N)

平ᆒ್

P max
ave

0.526 0.297 2915 2915 A
0.717 0.370 2554 2554 A
0.543 0.306 2837 2837 A

a 1.50 ഛ⪃

写真2.1ࠉ破壊の状態（引張方向加力㸪背掛け）

図2.1 荷重P－変形G  関係（引張方向加力㸪背掛け㸪評価方法2）

0.5951385 ձ終ᒁ耐力

。ഛ⪃ḍには、「資料4」に示すᦆയの荷重のỴ定せ因を示すࠉ1ͤ

A：クリップつめによる野縁のட ࠉࠉ

許容耐力
P a (N)

27692328

－920

2769
3

。破壊の状態に関する記号の定義を௨下に示すࠉ2ͤ

1
2

表2.1ࠉ試験結果の一覧（引張方向加力㸪背掛け㸪評価方法2）
一方向加力試験

破壊
*2

の状態

2/3･P d

の変形G 2/3d
(mm)

ᦆയの変形G dᦆയの荷重P d試
験
体

接合部の
剛性K

(N/mm)

終ᒁ耐力P u 最大荷重P max

0

1000

2000

3000

0 2 4 6 8 10 12

P (N)

G (mm)

一方向加力： No.1, No.2, No.3,
接合部の剛性K： �

ᦆയの荷重Pdと変形Gdave：

許容耐力Pa：

࠙破壊の状態Aࠚ



(N) ഛ⪃
*1 (mm)

平ᆒ್

G d
ave (N)

平ᆒ್

P u
ave (N)

平ᆒ್

P max
ave

1.531 0.680 4783 4783 A
1.670 0.527 4751 4751 A
1.161 0.602 4454 4454 A

a 1.50 ഛ⪃

A：クリップつめによる野縁のட ࠉࠉ

写真2.2ࠉ破壊の状態（引張方向加力㸪腹掛け）

図2.2 荷重P－変形G  関係（引張方向加力㸪腹掛け㸪評価方法2）

1.4542332 ձ終ᒁ耐力

。ഛ⪃ḍには、「資料4」に示すᦆയの荷重のỴ定せ因を示すࠉ1ͤ

許容耐力
P a (N)

46631604

－1550

4663
3

。破壊の状態に関する記号の定義を௨下に示すࠉ2ͤ

1
2

表2.2ࠉ試験結果の一覧（引張方向加力㸪腹掛け㸪評価方法2）
一方向加力試験

破壊
*2

の状態

2/3･P d

の変形G 2/3d
(mm)

ᦆയの変形G dᦆയの荷重P d試
験
体

接合部の
剛性K

(N/mm)

終ᒁ耐力P u 最大荷重P max

0

1000

2000

3000

4000

5000

0 2 4 6 8 10 12

P (N)

G (mm)

一方向加力： No.1, No.2, No.3,
接合部の剛性K： �

ᦆയの荷重Pdと変形Gdave：

許容耐力Pa：

࠙破壊の状態Aࠚ



(N) ഛ⪃
*1 (mm)

平ᆒ್

G d
ave (N)

平ᆒ್

P u
ave (N)

平ᆒ್

P max
ave

1 4.503 1.458 2258 3606 A
2 4.809 2.000 2320 3481 A
3 2.614 1.078 2398 3003 A
1 1.836 1.261 2669 3421 A
2 1.735 1.187 2774 3689 A,B
3 1.593 1.067 2812 3490 A,B

最大
荷重

a 2ᅇ目 ุ定 3ᅇ目 ุ定 P max(N)
1.50 830 1.33 857 1.38 － 䠉

1.50 1381 1.25 1367 1.24 3592 A,B

B：クリップつめによる野縁のடࠉによる野縁のᨭᅽ破壊ࡌࡡA：クリップ-野縁接合 ࠉࠉ

写真2.3ࠉ破壊の状態（水平（野縁）方向加力㸪背掛け）

負
側

1.721

正
側

3.975

－

779

1376 ձ終ᒁ耐力

ճ許容耐力
変形ไ㝈

。ഛ⪃ḍには、「資料4」に示すᦆയの荷重のỴ定せ因を示すࠉ1ͤ

許容耐力
P a (N)

。破壊の状態に関する記号の定義を௨下に示すࠉ3ͤ

負側

920

2325

2752

196

800

表2.3ࠉ試験結果の一覧（水平（野縁）方向加力㸪背掛け㸪評価方法2）
一方向加力試験

破壊
*3

の状態

2/3･P d

の変形G 2/3d
(mm)

ᦆയの変形G dᦆയの荷重P d試
験
体

接合部の
剛性K

(N/mm)

終ᒁ耐力P u 最大荷重P max

定ḍの್はPุࠉ2ͤ d
cyc /(0.8･1.5P d /a )を表し、ุ定荷重を‶たさない場合は㉥Ꮠで示す。

図2.3ࠉ荷重P－変形G  関係（水平（野縁）方向加力㸪背掛け㸪評価方法2）

方向 破壊
*3

の状態(mm) (N)
正側 0.756 623
負側 1.691 1101

変形ไᚚ್

sD a
1.5

正側

520 ഛ⪃

3363

3533

sD a
1.5
฿㐩の荷重P d

cyc (N)*2ุ定荷重
0.8･1.5P d /a

正負繰返し加力試験
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G (mm)

（a）一方向加力試験と正負繰返し加力試験

（b）一方向加力試験 (ᦆയの荷重・許容耐力・剛性)

（c）正負繰返し加力試験 (ุ定結果)
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一方向加力(正負)： No.1, No.2, No.3

正負繰返し加力： � ุ定荷重： � sDa1.5：

接合部の剛性K：ᦆയの荷重Pdと変形Gdave： �

許容耐力Pa：

（a）破壊の状態A（正側） （b）破壊の状態A（負側） （c）破壊の状態B



(N) ഛ⪃
*1 (mm)

平ᆒ್

G d
ave (N)

平ᆒ್

P u
ave (N)

平ᆒ್

P max
ave

1 3.493 1.738 2531 3041 A
2 3.820 2.000 2451 3161 A
3 3.438 1.668 2605 3374 A
1 1.193 0.776 3369 3397 A,B
2 2.331 1.431 3064 3064 A
3 0.988 0.657 3393 3393 A

最大
荷重

a 2ᅇ目 ุ定 3ᅇ目 ุ定 P max(N)
1.50 955 1.27 950 1.27 － 䠉

1.50 1562 1.19 1548 1.18 3476 A

B：クリップつめによる野縁のடࠉによる野縁のᨭᅽ破壊ࡌࡡA：クリップ-野縁接合 ࠉࠉ

3192

3285

sD a
1.5
฿㐩の荷重P d

cyc (N)*2ุ定荷重
0.8･1.5P d /a

正負繰返し加力試験

定ḍの್はPุࠉ2ͤ d
cyc /(0.8･1.5P d /a )を表し、ุ定荷重を‶たさない場合は㉥Ꮠで示す。

図2.4ࠉ荷重P－変形G  関係（水平（野縁）方向加力㸪腹掛け㸪評価方法2）

方向 破壊
*3

の状態(mm) (N)
正側 2.438 750
負側 1.312 1310

変形ไᚚ್

sD a
1.5

正側

630 ഛ⪃

表2.4ࠉ試験結果の一覧（水平（野縁）方向加力㸪腹掛け㸪評価方法2）
一方向加力試験

破壊
*3

の状態

2/3･P d

の変形G 2/3d
(mm)

ᦆയの変形G dᦆയの荷重P d試
験
体

接合部の
剛性K

(N/mm)

終ᒁ耐力P u 最大荷重P max

1090

2529

3275

262

1089

写真2.4ࠉ破壊の状態（水平（野縁）方向加力㸪腹掛け）

負
側

1.504

正
側

3.584

－

938

1638 ձ終ᒁ耐力

ճ許容耐力
変形ไ㝈

。ഛ⪃ḍには、「資料4」に示すᦆയの荷重のỴ定せ因を示すࠉ1ͤ

許容耐力
P a (N)

。破壊の状態に関する記号の定義を௨下に示すࠉ3ͤ

負側

-4000

-3000

-2000

-1000

0
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-40 -30 -20 -10 0 10 20 30 40

P (N)

G (mm)

（a）一方向加力試験と正負繰返し加力試験

（b）一方向加力試験 (ᦆയの荷重・許容耐力・剛性)

（c）正負繰返し加力試験 (ุ定結果)

-2000
-1500
-1000
-500

0
500

1000
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P (N)

G (mm)

-4000
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-1000

0
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3000

-20 -15 -10 -5 0 5 10 15 20

P (N)

G (mm)

一方向加力(正負)： No.1, No.2, No.3

正負繰返し加力： � ุ定荷重： � sDa1.5：

接合部の剛性K：ᦆയの荷重Pdと変形Gdave： �

許容耐力Pa：

（a）破壊の状態A（正側） （b）破壊の状態A（負側） （c）破壊の状態B



(N) ഛ⪃
*1 (mm)

平ᆒ್

G d
ave (N)

平ᆒ್

P u
ave (N)

平ᆒ್

P max
ave

1 3.661 2.000 3258 3258 A,B
2 3.564 1.814 3323 3323 A,B
3 3.656 1.916 3319 3319 A,B

最大
荷重

a 2ᅇ目 ุ定 3ᅇ目 ุ定 P max(N)
1.50 1289 1.25 1261 1.23 3342 A,B
1.50 1251 1.22 1228 1.19 － 䠉

負
側

試験体形状が対称のため試験を実施しなかった

sD a
1.5
฿㐩の荷重P d

cyc (N)*2ุ定荷重
0.8･1.5P d /a

正負繰返し加力試験

定ḍの್はPุࠉ2ͤ d
cyc /(0.8･1.5P d /a )を表し、ุ定荷重を‶たさない場合は㉥Ꮠで示す。

図2.5ࠉ荷重P－変形G  関係（水平（野縁受け）方向加力㸪背掛け㸪評価方法2）

方向 破壊
*3

の状態(mm) (N)
正側 3.578 1029
負側 3.035 1029

変形ไᚚ್

sD a
1.5

正側

860 ഛ⪃

355

表2.5ࠉ試験結果の一覧（水平（野縁受け）方向加力㸪背掛け㸪評価方法2）
一方向加力試験

破壊
*3

の状態

2/3･P d

の変形G 2/3d
(mm)

ᦆയの変形G dᦆയの荷重P d試
験
体

接合部の
剛性K

(N/mm)

終ᒁ耐力P u 最大荷重P max

写真2.5ࠉ破壊の状態（水平（野縁受け）方向加力㸪背掛け）

正
側

3.627

－

1286 ճ許容耐力

変形ไ㝈

。ഛ⪃ḍには、「資料4」に示すᦆയの荷重のỴ定せ因を示すࠉ1ͤ

許容耐力
P a (N)

による野縁のᨭᅽ破壊ࡌࡡB：クリップ-野縁接合 ࠉA：クリップつめによる野縁のட ࠉࠉ

。破壊の状態に関する記号の定義を௨下に示すࠉ3ͤ

3300

負側

860

3300
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（a）一方向加力試験と正負繰返し加力試験

（b）一方向加力試験 (ᦆയの荷重・許容耐力・剛性)

（c）正負繰返し加力試験 (ุ定結果)
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注）負側には正側の一方向加力試験結果を示す

一方向加力(正負)： No.1, No.2, No.3

正負繰返し加力： � ุ定荷重： � sDa1.5：

接合部の剛性K：ᦆയの荷重Pdと変形Gdave： �

許容耐力Pa：

（a）破壊の状態A （b）破壊の状態B



(N) ഛ⪃
*1 (mm)

平ᆒ್

G d
ave (N)

平ᆒ್

P u
ave (N)

平ᆒ್

P max
ave

1 4.207 2.000 2907 2985 A,B,C
2 4.003 1.737 2994 2994 A,B,C
3 4.142 1.993 3115 3115 A,B,C

最大
荷重

a 2ᅇ目 ุ定 3ᅇ目 ุ定 P max(N)
1.50 1210 1.20 1182 1.17 3189 A,B,C,D
1.50 1233 1.22 1210 1.20 － 䠉

負
側

試験体形状が対称のため試験を実施しなかった

sD a
1.5
฿㐩の荷重P d

cyc (N)*2ุ定荷重
0.8･1.5P d /a

正負繰返し加力試験

定ḍの್はPุࠉ2ͤ d
cyc /(0.8･1.5P d /a )を表し、ุ定荷重を‶たさない場合は㉥Ꮠで示す。

図2.6ࠉ荷重P－変形G  関係（水平（野縁受け）方向加力㸪腹掛け㸪評価方法2）

方向 破壊
*3

の状態(mm) (N)
正側 3.792 1008
負側 3.288 1008

変形ไᚚ್

sD a
1.5

正側

840 ഛ⪃

306

表2.6ࠉ試験結果の一覧（水平（野縁受け）方向加力㸪腹掛け㸪評価方法2）
一方向加力試験

破壊
*3

の状態

2/3･P d

の変形G 2/3d
(mm)

ᦆയの変形G dᦆയの荷重P d試
験
体

接合部の
剛性K

(N/mm)

終ᒁ耐力P u 最大荷重P max

写真2.6ࠉ破壊の状態（水平（野縁受け）方向加力㸪腹掛け）

正
側

4.117

－

1260 ճ許容耐力

変形ไ㝈

。ഛ⪃ḍには、「資料4」に示すᦆയの荷重のỴ定せ因を示すࠉ1ͤ

D：クリップᢡり返し部のடࠉC：クリップ背側㔠物による野縁のட  ࠉࠉ

許容耐力
P a (N)

による野縁のᨭᅽ破壊ࡌࡡB：クリップ-野縁接合 ࠉA：クリップつめによる野縁のட ࠉࠉ

。破壊の状態に関する記号の定義を௨下に示すࠉ3ͤ
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（a）一方向加力試験と正負繰返し加力試験

（b）一方向加力試験 (ᦆയの荷重・許容耐力・剛性)

（c）正負繰返し加力試験 (ุ定結果)
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注）負側には正側の一方向加力試験結果を示す

一方向加力(正負)： No.1, No.2, No.3

正負繰返し加力： � ุ定荷重： � sDa1.5：

接合部の剛性K：ᦆയの荷重Pdと変形Gdave： �

許容耐力Pa：

（a）破壊の状態A （b）破壊の状態B （c）破壊の状態C （d）破壊の状態D



 
 

 

資料1 試験体の構成材料と形状・寸法の詳細 

 

 

 ・試験体構成材料の一覧 ............................................................................... 付表 1 
 ・試験体組立のእほ ................................................................................... 写真Ϩ 
 ・試験体の形状・寸法 ................................................................................... 付図 1.1～付図 1.8 
 ・試験体構成部品の形状・寸法 .................................................................... 付図 1.9㸪付図 1.10 
 
 

付表 1 試験体構成材料の一覧 

部材名 形状・寸法 (mm) 材㉁・༊分 製造所

クリップ
（品名：TTスーパークリップW ） t=1.2 SGCC

[JIS G 3302] （ᰴ）䝃䝽䝍

クリップ－野縁㸪野縁受け接合ල
ࡌࡡリࣝࢻ

（品名：࣐クロࣦࣛ）
I 4㽢13 SWCH18A┦当

[JIS G 3507-2] ᮧ⢭工(株)

野縁
[JIS A 6517]

(記号：CW-19)
50×19×0.5 SGCC

[JIS G 3302] 関ໟスࢳーࣝ(株)

野縁受け
[JIS A 6517]

(記号：CC-19)
38×12×1.2 SGCC

[JIS G 3302] 関ໟスࢳーࣝ(株)

注）依頼者ᥦฟ資料  
 
 



写真Ϩ 試験体組立のእほ

（a）背掛け（野縁受け腹側） （b）背掛け（野縁受け背側）

（c）腹掛け（野縁受け背側） （d）腹掛け（野縁受け腹側）
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資料� ຍຊ㺃ィ ᪉法 

㸦1㸧ᘬᙇ᪉ྥ 
加力は、付図2.1に示すように、野縁୧➃をࢥࣕࢩ力で㗰製土台にᅛ定し、最大容㔞20kNの㟁

る方法で࠼ータを用いて加力ලをして野縁受け୧➃に引張方向の一方向荷重を加࢚ࣗࢳクື

行った。なお、野縁୧➃のᨭᣢ部および野縁受け୧➃の加力部には、ᒁ所ⓗな変形をᢚไするため

にᅛ定用㗰ᯈをᤄධした。一方向加力はク࢚ࣗࢳータ引ࡁ方向の༢ㄪ加力によって行い、クリッ

プ接合部を破壊に⮳らしめた。 
荷重P の᳨ฟには最大容㔞20kNのローࢻセࣝを用い、接合部の変形G�は(2.1)式により求めた。 

接合部の変形 G： ( 1 2) / 2 3D D DG  � �  (2.1) 
ここで、Diは、付図2.1に示す⨨に設⨨した変計D.T.i による変の測定್（加力方向を正とす

る）である。 
 

注）1㸬変計のᵝ（図中のD.T.i は変計番号を表す。） 
変計番号 ᆺ式 ឤ度 㠀直⥺性 F.S 

D.T.1～D.T.3 CDP-25 500�10-6 / mm 0.1%F.S 25mm 
2㸬ローࢻセࣝのᵝ 

ᆺ式 容㔞 定᱁ฟ力(RO) 㠀直⥺性 ࣄスࢸリࢩス 
LUK-2TBS 20kN 4000�10-6  0.1%RO 0.1%RO 

 

加力ල

試験体（野縁受け）

力ࢥࣕࢩ

D.T.1,(2)

D.T.3 

20kNローࢻセࣝ

㟁ືク࢚ࣗࢳータ

試験体（野縁）
ᅛ定用㗰ᯈ

クࣞࣅス

20kNローࢻセࣝ

㟁ືク࢚ࣗࢳータ

クࣞࣅス

D.T.1 D.T.2

㗰製ᨭᣢ土台

50 50加力ල

   試験体
（クリップ）

力ࢥࣕࢩ

試験体（野縁受け）

㗰製ᨭᣢ土台

加力ල

D.T.3 

5050

ᅛ定用㗰ᯈ

 
付図2.1 引張方向加力の試験⨨（寸法༢：mm） 

引ࡁ 
ᢲし 



 
 

 

㸦2㸧Ỉᖹ㸦㔝⦕㸧᪉ྥ 
加力は、付図2.2に示すように、野縁受け୧➃をࢥࣕࢩ力で㗰製土台にᅛ定し、最大容㔞20kN

の㟁ືク࢚ࣗࢳータを用いて、野縁に材㍈方向の一方向荷重または正負繰返し荷重を加࠼る方法

で行った。なお、野縁受け୧➃のᨭᣢ部には、ᒁ所ⓗな変形をᢚไするためにᅛ定用㗰ᯈをᤄධし

た。一方向加力（正側・負側）はク࢚ࣗࢳータ引ࡁ方向の༢ㄪ加力によって行い、クリップ接合

部を破壊に⮳らしめた。正負繰返し加力は、資料3または資料4に示す繰返し加力ᒚṔをク࢚ࣗࢳ

ータ引ࡁ・ᢲし方向の正負交番加力によって行い、そのᚋ引ࡁ方向の༢ㄪ加力によってクリップ

接合部を破壊に⮳らしめた。 
荷重P（正側加力の荷重を正とする）の᳨ฟには最大容㔞20kNのローࢻセࣝを用い、接合部

の変形G�は(2.2)式により求めた。 
接合部の変形G： ( 1 2) / 2 ( 3 4) / 2D D D DG  � � �  (2.2) 

ここで、Diは、付図2.2に示す⨨に設⨨した変計D.T.i による変の測定್（正側加力の変

を正とする）である。 
 

注）1㸬変計のᵝ（図中のD.T.i は変計番号を表す。） 
変計番号 ᆺ式 ឤ度 㠀直⥺性 F.S 

D.T.1・D.T.2 CDP-50M 200�10-6 / mm 0.3%F.S 50mm 
D.T.3・D.T.4 CDP-25M 500�10-6 / mm 0.3%F.S 25mm 
2㸬ローࢻセࣝのᵝ 

ᆺ式 容㔞 定᱁ฟ力(RO) 㠀直⥺性 ࣄスࢸリࢩス 
LUK-2TBS 20kN 4000�10-6 0.1%RO 0.1%RO 

加力ල

力ࢥࣕࢩ

D.T.2

20kNローࢻセࣝ

㟁ືク࢚ࣗࢳータ

50 50

試験体（野縁受け）ᅛ定用㗰ᯈ

㗰製ᨭᣢ土台

D.T.1

D.T.3 D.T.4

試験体（クリップ）

試験体（野縁）

れṆめ
ローࣛー

㗰製ᨭᣢ土台

れṆめ
ローࣛー

試験体（野縁受け）

試験体（クリップ）

試験体（野縁）

加力ල

D.T.2(1)

20kNローࢻセࣝ

㟁ືク࢚ࣗࢳータ

D.T.4(3)

10
0

10
040 40

ᅛ定用㗰ᯈ

 
付図2.2 水平（野縁）方向加力の試験⨨（寸法༢：mm） 
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㸦3㸧Ỉᖹ㸦㔝⦕ཷࡅ㸧᪉ྥ 
加力は、付図2.3に示すように、野縁୧➃をࢥࣕࢩ力で㗰製土台にᅛ定し、最大容㔞20kNの㟁

る方法࠼ータを用いて、野縁受けに材㍈方向の一方向荷重または正負繰返し荷重を加࢚ࣗࢳクື

で行った。なお、野縁୧➃のᨭᣢ部には、ᒁ所ⓗな変形をᢚไするためにᅛ定用㗰ᯈをᤄධした。

一方向加力（正側・負側）はク࢚ࣗࢳータ引ࡁ方向の༢ㄪ加力によって行い、クリップ接合部を

破壊に⮳らしめた。正負繰返し加力は、資料3または資料4に示す繰返し加力ᒚṔをク࢚ࣗࢳータ

引ࡁ・ᢲし方向の正負交番加力によって行い、そのᚋ引ࡁ方向の༢ㄪ加力によってクリップ接合

部を破壊に⮳らしめた。 
荷重P（正側加力の荷重を正とする）の᳨ฟには最大容㔞20kNのローࢻセࣝを用い、接合部

の変形G�は(2.3)式により求めた。 
接合部の変形G： ( 1 2) / 2 ( 3 4) / 2D D D DG  � � �  (2.3) 

ここで、Diは、付図2.3に示す⨨に設⨨した変計D.T.i による変の測定್（正側加力の変

を正とする）である。  
注）1㸬変計のᵝ（図中のD.T.i は変計番号を表す。） 

変計番号 ᆺ式 ឤ度 㠀直⥺性 F.S 
D.T.1・D.T.2 CDP-50M 200�10-6 / mm 0.3%F.S 50mm 
D.T.3・D.T.4 CDP-25M 500�10-6 / mm 0.3%F.S 25mm 
2㸬ローࢻセࣝのᵝ 

ᆺ式 容㔞 定᱁ฟ力(RO) 㠀直⥺性 ࣄスࢸリࢩス 
LUK-2TBS 20kN 4000�10-6 0.1%RO 0.1%RO 

試験体（野縁）

加力ල

20kNローࢻセࣝ

㟁ືク࢚ࣗࢳータ

力ࢥࣕࢩ
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試験体（野縁受け）

ᅛ定用㗰ᯈ
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D.T.3 D.T.4
試験体（クリップ）

れṆめ
ローࣛー
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0
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40 40
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付図2.3 水平（野縁受け）方向加力の試験⨨（寸法༢：mm） 

引ࡁ 
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資料3 ᥋ྜ㒊のチᐜ⪏ຊ㺃๛ᛶのホ౯᪉法1 
 

㸦1㸧ホ౯の᪉㔪 
 本資料による評価方法は、「建築物における天井脱落対策に係る技術基準の解説 第Ⅱ編 天井及

びその部材・接合部の耐力･剛性の設定方法（平成 25 年 10 月 国土交通省国土技術政策総合研究

所）」に示された「一」にᚑうことを基本としたものである。 
 
㸦2㸧ᦆയのⲴ㔜 
一方向加力試験結果の荷重P－変形G�᭤⥺に基࡙ࡁ、ᦆയの荷重Pdを௨下の方法によって⟬ฟす

る。付図3.1にᦆയの荷重Pdの⟬ฟ方法を示す。 
ձ P－G�᭤⥺において荷重が] 1･P uと] 2･P uとなる2Ⅼを結ࡪ直⥺を直⥺Iとし、そのഴࡁをึ

ᮇ剛性kとする。ここで、P u はG�が許容される㝈⏺変形G uに฿㐩するまでの最大荷重、]�1

および] 2は係数であり、G u は10mm、] 1は0、] 2は0.2をཎ๎とする。 
ղ P－G�᭤⥺に接する k の 1/3 のഴࡁを᭷する直⥺を、直⥺ II とする。 
ճ 直⥺ I と直⥺ II の交Ⅼにおける荷重をᦆയの荷重 Pdとする。また、P－G�᭤⥺において、

荷重が Pdに฿㐩したⅬの変形をᦆയの変形G�dとする。 
 

ただし、P－G�᭤⥺に௨下の≉ᚩがぢられる場合は、௨下の方法によりPdを⟬ฟする。 
࠙๛ᛶ୍ࡀ᪦పୗࡓࡋᚋᗘቑຍࡿࡍሙྜࠚ 

   付図 3.1(b)に示すように、P－G�᭤⥺の剛性が一᪦ప下したᚋに度ቑ加し、上記方法にᚑう

と直⥺ II が P－G�᭤⥺との接⥺にならない場合は、k の⟬ฟ㐣⛬（上記ձ）において、許容さ

れる㝈⏺変形G u�を P－G�᭤⥺の剛性がቑ加する๓の変（10mm ௨下）に変᭦する。 
࠙ึᮇの๛ᛶࡀᑠ࠸ࡉሙྜࠚ 

   付図 3.1(c)に示すように、P－G�᭤⥺のึᮇの剛性がᑠさࡃ、上記方法にᚑうと直⥺ I と直⥺

II の交Ⅼの荷重（Pd）が、直⥺ II と P－G�᭤⥺の接Ⅼの荷重よりも大ࡁい場合は、k の⟬ฟ㐣

⛬（上記ձ）において、直⥺ I がึᮇの剛性のᑠさい部分を㝖いた直⥺となるように、] 1と] 2
の್をそれࡒれ 0、0.2 から変᭦する（ただし、] 2－] 1ӌ0.2 とする）。 

 



 
 

 

0

直⥺IIが荷重－変形᭤⥺との接⥺にならない

（a）ᶆ準的䛺Ⲵ㔜䠉ኚ形᭤⥺のሙྜ

0
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1=0( )Pu1
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（b）荷重－変形᭤⥺の剛性が一᪦ప下したᚋに度ቑ加する場合

（c）荷重－変形᭤⥺のึᮇの剛性がᑠさい場合

直⥺I荷重P

Pu

直⥺II

Pd

k k/3

変形

d

1=0( )Pu1

2 =0.2( )Pu2

=10 (mm)u

荷重P

変形

直⥺I 直⥺II
k k/3

0 d 㸺10 (mm)u

Pu

Pd

1=0( )Pu1
2 =0.2( )Pu2

許容される㝈⏺変形  を、剛性がቑ加する๓の
変形（10mm௨下）に変᭦する

u

直⥺I 直⥺II
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直⥺Iと直⥺IIの交Ⅼ（ᦆയの荷重Pd）が、荷重－変形
᭤⥺において㢧ⴭに剛性ప下を⏕ࡌているⅬとなる

荷重P
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2=0.4( )Pu2
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直⥺Iが剛性のᑠさい部分を㝖いた直⥺となる
ように、ࠉと ࠉの್を変᭦する21

 
付図 3.1 ᦆയの荷重 Pdの⟬ฟ方法 



 
 

 

㸦3㸧᥋ྜ㒊のチᐜ⪏ຊ 
 ᘬᙇ᪉ྥࠖࠕ

 一方向加力試験の結果に基࡙いて、接合部の許容耐力Paを(3.1)式によって⟬ฟする。 
/ave

a dP P a  (3.1) 
ここで、 ave

dP はᦆയの荷重 Pdの平ᆒ್で、a は 1.5 とする。なお、Pa (N)は一のをᅄᤞධし

て表示する。 

 
 㸧᪉ྥࠖࡅཷ⦖㔝ࡧࡼ࠾⦖Ỉᖹ㸦㔝ࠕ

一方向加力試験および正負繰返し加力試験の結果に基࡙ࡁ、正側と負側の接合部の許容耐力 aP � 、

aP � を௨下の方法によって⟬ฟする。 
ձ 一方向加力試験の結果に基࡙いて、正負繰返し加力試験におけるไᚚ変形の基準್ aD� 、

aD�を(3.2)式によって設定し、付図 3.2 に示す加力ᒚṔ（変形G�が 0.5Da、1.0Da、1.5Da

となる正負のྛ変形ẁ㝵でそれࡒれ 3 ᅇ繰り返す）による正負繰返し加力試験を行う。 
, /ave

a dD aG� � � 、 , /ave
a dD aG� � �  (3.2) 

ここで、 ,ave
dG

�、 ,ave
dG

�は正側と負側のᦆയの変形G �
d 、G �

d のそれࡒれの平ᆒ್で、a�、a�

は 1.5 とする。 
  ղ 正負繰返し加力試験の結果が(3.3)式に㐺合する場合には、一方向加力試験の結果に基࡙い

て正側と負側の接合部の許容耐力 aP � 、 aP � を(3.4)式によって⟬ฟする。 

, ,0.8 1.5 /cyc ave
d dP P a� � �t � 、 , ,0.8 1.5 /cyc ave

d dP P a� � �t �  (3.3) 

, /ave
a dP P a� � � 、 , /ave

a dP P a� � �  (3.4) 
    ここで、 ,cyc

dP � 、 ,cyc
dP � は正負繰返し加力試験結果によるไᚚ変形 1.5Da฿㐩の正側およ

び負側のྛ荷重で、 ,ave
dP � 、 ,ave

dP � は正側と負側のᦆയの荷重 �
dP 、 �

dP のそれࡒれの平ᆒ

್で、a�、a�は 1.5 とする。なお、 aP � 、 aP �  (N)は一のをᅄᤞධして表示する。 
変形

（a）一方向加力試験の正側の最大荷重の平ᆒ್が大ࡁい場合
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繰返し加力終
ᚋに負側に一方向
加力を実施

（b）一方向加力試験の負側の最大荷重の平ᆒ್が大ࡁい場合

0

0

1

0

2 3

1 2 3

1 2 3

1 2 3
1 2 3

1 2 3

評価対㇟の繰返し

評価対㇟の繰返し

 
付図 3.2 正負繰返し加力試験の加力ᒚṔ 



 
 

 

 正負繰返し加力試験の結果が(3.3)式に㐺合しない場合には、௨下に㏙る࠙పῶ方法 またはࠚ1

࠙పῶ方法 によって、正側と負側の接合部の許容耐力ࠚ2 aP � 、 aP � を⟬ฟする。 
 ࠙పῶ᪉法  ࠚ1

  ձ (3.2)式のa�、a�を(3.5)式に⨨ࡁ࠼てไᚚ変形の基準್ aD�、 aD�を設定し、付図 3.2 
に示す加力ᒚṔによる正負繰返し加力試験を度行う。 

, min,( / ) 1.5ave
d da G G� � � � 、 , min,( / ) 1.5ave

d da G G� � � �  (3.5) 
ここで、 min,

dG
� 、G �min,

d は正側と負側のᦆയの変形の最ᑠ್である。 
  ղ 度行った正負繰返し加力試験の結果が(3.3)式に㐺合する場合には、正側と負側の接合部 

の許容耐力 aP � 、 aP � を(3.4)式によって⟬ฟする。ただし、(3.3)式および(3.4)式のa�、a�は 
(3.5)式による。 

࠙పῶ᪉法  ࠚ�

  ձ (3.2)式のa�、a�を(3.6)式に⨨ࡁ࠼てไᚚ変形の基準್ aD�、 aD�を設定し、付図 3.2 
に示す加力ᒚṔによる正負繰返し加力試験を度行う。 

, 2 ,( / ) 1.5ave
d da VG G� � � � 、 , 2 ,( / ) 1.5ave

d da VG G� � � �  (3.6) 
ここで、 2 ,

d
VG � 、 2 ,

d
VG � は正側と負側の荷重が , 2ave

dP V� �� 、 , 2ave
dP V� �� に฿㐩したⅬの変形の 

平ᆒ್で、V��、V��は正側と負側のᦆയの荷重のᶆ準೫ᕪである。 
  ղ 度行った正負繰返し加力試験の結果が(3.3)式に㐺合する場合には、正側と負側の接合部 

の許容耐力 aP � 、 aP � を(3.4)式によって⟬ฟする。ただし、(3.3)式および(3.4)式のa�、a�は 
(3.6)式による。 

 
㸦4㸧᥋ྜ㒊の๛ᛶ 
 ᘬᙇ᪉ྥࠖࠕ

 接合部の剛性 K は、一方向加力試験の結果に基࡙いて(3.7)式によって⟬ฟする。 
/ave ave

d dK P G  (3.7) 
ここで、 ave

dP はᦆയの荷重の平ᆒ್で、 ave
dG はᦆയの変形の平ᆒ್である。 

 
 㸧᪉ྥࠖࡅཷ⦖㔝ࡧࡼ࠾⦖Ỉᖹ㸦㔝ࠕ

正負の接合部の剛性K �、K �は、一方向加力試験の結果に基࡙いて(3.8)式によって⟬ฟする。 
, ,/ave ave

d dK P G� � � 、 , ,/ave ave
d dK P G� � �  (3.8) 

ここで、 ,ave
dP � 、 ,ave

dP � は正側および負側のᦆയの荷重の平ᆒ್で、 ,ave
dG

�、 ,ave
dG

�は正側および

負側のᦆയの変形の平ᆒ್である。 



 
 

 

資料� ᥋ྜ㒊のチᐜ⪏ຊ㺃๛ᛶのホ౯᪉法� 

 

㸦1㸧ホ౯の᪉㔪 
ᦆയの荷重 Pd および許容耐力 Paの評価の方㔪を௨下にิᣲする。 
ձ ᦆയの荷重Pd は、終ᒁ耐力Puの平ᆒ್ ave

uP の 2分の 1の荷重とすることを基本とする。 
ここで、終ᒁ耐力 Puは終ᒁ変形G u  20mm ฿㐩までの最大荷重とする。 

ղ ᦆയの荷重฿㐩の変形（ᦆയの変形）G�dは、5mm ௨下となることを᮲௳とする。 
ճ 許容耐力 Pa ฿㐩の変形G�aは、2mm ௨下となることを᮲௳とする。 

 
 ձは、天井材接合部の試験から得られる荷重－変形᭤⥺のึᮇ剛性が明確でない場合に、「建築物

における天井脱落対策に係る技術基準の解説 第Ⅱ編 天井及びその部材・接合部の耐力･剛性の設

定方法（平成 25 年 10 月 国土交通省国土技術政策総合研究所）」に示された「一」に基࡙ࡃᦆ

യの荷重がุ᩿したึᮇ剛性によって大ࡃࡁ変ືすることから設定したものである。 
 試験結果から得られた終ᒁ耐力Puの平ᆒ್ ave

uP の 2分の 1の荷重をᦆയの荷重Pdとする⌮⏤

は、一般に㝆అ耐力（ᦆയ荷重に┦当）が最大耐力の 3 分の 2 ⛬度であることがከいことに加࠼、

試験体ࡈとのࡤらつࡁによるపῶ係数として 0.8 ಸを⪃៖した結果である。 
終ᒁ耐力 PuをỴ定する終ᒁ変形G u を 20mm とした⌮⏤は、天井がቨに⾪✺する変形௨๓に天井

構成材の耐力をỴ定することによって、天井の脱落を天井とቨの⾪✺によらず、天井構成材の耐力

によってỴ定するためである。≉定天井はቨとの㛫に 60mm ௨上の㝽㛫を設ける必せがあるとして

いる。天井の水平変形が部材の変形を↓どして接合部の変形だけで⏕ࡌ、接合部の変形が「ᩳ材の

上➃と下➃」と「野縁と野縁受けのクリップ」の 3 ⟠所だけで⏕ࡌるものとすれࡤ、接合部 1 ⟠所

当りの変形は 20mm となる。 
 
 ղおよびճは、天井の変形が大ࡃࡁならないことを᮲௳に定めている㸬 
大ᆅ㟈においても天井とቨが⾪✺しないものとし、中ᆅ㟈では大ᆅ㟈の 5 分の 1 の変形にと

設計で定される天井の水平変形を、ࡤまるものと定すれ 12mm ௨下とする必せがある（5 分

の 1 は、2 ḟ設計の C0が 1 ḟ設計の 5 ಸであることによる）。天井の水平変形が部材の変形を

↓どして接合部の変形だけで⏕ࡌ、接合部の変形が「ᩳ材の上➃と下➃」と「野縁と野縁受けのク

リップ」の 3 ⟠所のみで⏕ࡌるものとすれࡤ、許容耐力 Pa฿㐩の接合部 1 ⟠所当りの変形を 4mm
௨下とする必せがあるが、వ裕をぢて許容耐力 Pa ฿㐩の変形G�aを 2mm ௨下とすることを目ᶆ

とした。 
 ᦆയの荷重 Pd ฿㐩の変形（ᦆയの変形）G�dは、許容耐力の変形ไ㝈್ 2mm の 2.5 ಸ

である 5mm ௨下を目ᶆとした。ᦆയの荷重 Pd ฿㐩までの荷重－変形᭤⥺が⥺形関係にあれ

許容耐力฿㐩の変形ไ㝈್を、ࡤ 2mm とすると、ᦆയの変形のไ㝈್はその 1.5 ಸ（Pd/Pa a
が 1.5 ௨上の数್より）の 3mm となるが、ᦆയの荷重 Pd ฿㐩には剛性がある⛬度ప下して

いることから、許容耐力 Pa฿㐩の変形の 2.5 ಸまで許容して 5mm と設定した。 
 



 
 

 

㸦2㸧ᦆയのⲴ㔜 

一方向加力試験結果の荷重P－変形G�᭤⥺に基࡙ࡁ、ᦆയの荷重Pd を௨下の方法によって⟬ฟ

する。付図4.1にᦆയの荷重Pd の⟬ฟࣇローを示す。 
ձ ⤊ᒁ⪏ຊࡾࡼỴᐃࡿࡍሙྜ 

ᦆയの荷重 Pd を(4.1)式によって⟬定し、(4.1)式による Pd ฿㐩の変形をᦆയの変形G�d と

する。 
0.5 ave

d uP P  (4.1) 
ここで、 ave

uP は終ᒁ耐力 P u の平ᆒ್で、P u は終ᒁ変形G u  20mm ฿㐩までのྛ試験体の最大

荷重である。 
 ただし、ྛ試験体のᦆയの変形G�d がᦆയの変形のไ㝈್ lim

dG  5mm ௨下、または 2/3･Pd ฿

㐩のྛ試験体の変形G�2/3dが許容耐力の変形のไ㝈್ lim
aG  2mm ௨下とならない場合は、ᦆയ

の荷重 Pd およびᦆയの変形G�dをḟのղにᚑい⟬ฟする。 
ղ ᦆയⲴ㔜のኚ形ไ㝈ࡾࡼỴᐃࡿࡍሙྜ 

ᦆയの荷重 Pd を(4.2)式によって⟬定し、(4.2)式による Pd ฿㐩の変形をᦆയの変形G�d と

する。 
lim

d dP P  (4.2) 
ここで、 lim

dP はᦆയの変形のไ㝈್ lim
dG  5mm ฿㐩までのྛ試験体の最大荷重の最ᑠ್である。 

 ただし、2/3･Pd ฿㐩のྛ試験体の変形G�2/3d が許容耐力の変形のไ㝈್ lim
aG  2mm ௨下とな

らない場合は、ᦆയの荷重 Pd およびᦆയの変形G�dをḟのճにᚑい⟬ฟする。 
ճ チᐜ⪏ຊのኚ形ไ㝈ࡾࡼỴᐃࡿࡍሙྜ 

ᦆയの荷重 Pd を(4.3)式によって⟬定し、(4.3)式による Pd ฿㐩の変形をᦆയの変形G�d と

する。 
lim

2/31.5d dP P  (4.3) 
ここで、 lim

2/3dP は許容耐力の変形のไ㝈್ lim
aG  2mm ฿㐩までのྛ試験体の最大荷重の最ᑠ್で

ある。 
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付図 4.1 ᦆയの荷重 Pdの⟬ฟࣇロー 



 
 

 

㸦3㸧᥋ྜ㒊のチᐜ⪏ຊ 
 ᘬᙇ᪉ྥࠖࠕ

 一方向加力試験の結果に基࡙いて、接合部の許容耐力Paを(4.4)式によって⟬ฟする。 
/a dP P a  (4.4) 

ここで、Pdはᦆയの荷重で、a は 1.5 とする。なお、Pa (N)は一のをᅄᤞධして表示する。 
 
 㸧᪉ྥࠖࡅཷ⦖㔝ࡧࡼ࠾⦖Ỉᖹ㸦㔝ࠕ

一方向加力試験および正負繰返し加力試験の結果に基࡙ࡁ、正側と負側の接合部の許容耐力 aP � 、

aP � を௨下の方法によって⟬ฟする。 
ձ 正負繰返し加力試験を付図 4.2 に示す 3 ẁ㝵の正負ቑ繰り返し加力ᒚṔにより行い、ྛẁ㝵

では 1 ᅇ目を荷重ไᚚ、2 ᅇ目と 3 ᅇ目を変形ไᚚとする 3 ᅇずつの繰り返しを行う。 
ྛẁ㝵における 1 ᅇ目の荷重ไᚚ್は、正側および負側のᦆയの荷重 dP � 、 dP � に基࡙いて、

正側は0.5 /dP a� � →1.0 /dP a� � →1.5 /dP a� � 、負側は0.5 /dP a� � →1.0 /dP a� � →1.5 /dP a� � とす

る。ここで、a�、a�は 1.5 とする。ྛẁ㝵における 2 ᅇ目と 3 ᅇ目の正側の変形ไᚚ್ 0.5,
aD � 、

1.0,
aD � 、 1.5,

aD � および負側の変形ไᚚ್ 0.5,
aD � 、 1.0,

aD � 、 1.5,
aD � は、ྛẁ㝵における 1 ᅇ目の正側お

よび負側の荷重ไᚚ್฿㐩の変形とする。 
ղ 正負繰返し加力試験の結果が(4.5)式に㐺合する場合には、一方向加力試験の結果に基࡙いて正

側と負側の接合部の許容耐力 aP � 、 aP � を(4.6)式によって⟬ฟする。 

, 0.8 1.5 /cyc
d dP P a� � �t � 、 , 0.8 1.5 /cyc

d dP P a� � �t �  (4.5) 

/a dP P a� � � 、 /a dP P a� � �  (4.6) 
 ここで、 ,cyc

dP � 、 ,cyc
dP � は、正負繰返し加力試験結果における 3 ẁ㝵目の変形ไᚚ್ 1.5,

aD � 、 1.5,
aD �  

฿㐩の正側および負側のྛ荷重である。なお、 aP � 、 aP �  (N)は一のをᅄᤞධして表示する。 
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付図 4.2 正負繰返し加力試験の加力ᒚṔ 



 
 

 

㸦�㸧᥋ྜ㒊の๛ᛶ 

 ᘬᙇ᪉ྥࠖࠕ

 接合部の剛性 K は、一方向加力試験の結果に基࡙いて(4.7)式によって⟬ฟする。 
/ ave

d dK P G  (4.7) 
ここで、 dP はᦆയの荷重で、 ave

dG はᦆയの変形の平ᆒ್である。 
 
 㸧᪉ྥࠖࡅཷ⦖㔝ࡧࡼ࠾⦖Ỉᖹ㸦㔝ࠕ

正負の接合部の剛性K�、K�は、一方向加力試験の結果に基࡙いて(4.8)式によって⟬ฟする。 
,/ ave

d dK P G� � � 、 ,/ ave
d dK P G� � �  (4.8) 

ここで、 dP� 、 dP� は正側および負側のᦆയの荷重で、 ,ave
dG

�、 ,ave
dG

�は正側および負側のᦆയ

の変形の平ᆒ್である。 
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P u  (N) G u (mm)
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P u  (N) G u (mm)
1 918 0 0.20 1408 288 0.319
2 438 0 0.20 1317 347 0.957
3 755 0 0.20 1397 428 0.878
1 1147 0 0.20 2457 1406 1.906
2 1652 0 0.20 2563 972 1.233
3 1452 0 0.20 2591 1620 1.779

付図5.3ࠉ荷重P－変形G関係（水平（野縁）方向加力㸪背掛け㸪評価方法�）

付表5.3ࠉᦆയの荷重の⟬ฟ結果（水平（野縁）方向加力㸪背掛け㸪評価方法1）
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2 481 0 0.20 1680 498 1.290
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付図5.4ࠉ荷重P－変形G関係（水平（野縁）方向加力㸪腹掛け㸪評価方法�）

付表5.4ࠉᦆയの荷重の⟬ฟ結果（水平（野縁）方向加力㸪腹掛け㸪評価方法1）
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(a) 全ᬒ (b) 試験体のタ⨨状ἣ

(c) 変計の設⨨状ἣ（D.T.1, D.T.2） (d) 変計の設⨨状ἣ（D.T.3）

写真A.1ࠉ試験⨨（引張方向）



(b) 䜜Ṇ䜑のタ⨨状ἣ（加力方向䠖㔝⦕方向）

(a) 全ᬒ (c) 䜜Ṇ䜑のタ⨨状ἣ（加力方向䠖㔝⦕ཷ䛡方向）

(d) 試験体の設⨨状ἣ（加力方向：野縁方向） (e) 試験体の設⨨状ἣ（加力方向：野縁受け方向）
  および変計の設⨨状ἣ（D.T.1～D.T.4）   および変計の設⨨状ἣ（D.T.1～D.T.4）

写真A.2ࠉ試験⨨（水平(野縁㸪野縁受け)方向）



(b) 試験終 (e) 試験終 (h) 試験終

写真B.2ࠉ試験終および終ᚋの試験体の状ἣ（引張方向加力㸪腹掛け）

(c) 試験終ᚋ (f) 試験終ᚋ (i) 試験終ᚋ

࠙No.1ࠚ ࠙No.2ࠚ ࠙No.3ࠚ

(a) 試験終 (d) 試験終 (g) 試験終

࠙No.1ࠚ ࠙No.2ࠚ ࠙No.3ࠚ
写真B.1ࠉ試験終および終ᚋの試験体の状ἣ（引張方向加力㸪背掛け）

(a) 試験終 (c) 試験終 (e) 試験終

(b) 試験終 (d) 試験終 (f) 試験終



(3) 正負繰返し加力試験

写真B.3ࠉ試験終および終ᚋの試験体の状ἣ（水平(野縁)方向加力㸪背掛け）

(2) 一方向加力試験（負側）

(a) 試験終 (c) 試験終

(b) 試験終ᚋ (d) 試験終ᚋ
࠙評価方法1ࠚ ࠙評価方法2ࠚ

(b) 試験終ᚋ (d) 試験終ᚋ (f) 試験終ᚋ
࠙No.1ࠚ ࠙No.2ࠚ ࠙No.3ࠚ

࠙No.1ࠚ ࠙No.2ࠚ ࠙No.3ࠚ
(1) 一方向加力試験（正側）

(a) 試験終 (c) 試験終 (e) 試験終

(a) 試験終 (c) 試験終 (e) 試験終

(b) 試験終ᚋ (d) 試験終ᚋ (f) 試験終ᚋ



(3) 正負繰返し加力試験

写真B.4ࠉ試験終および終ᚋの試験体の状ἣ（水平(野縁)方向加力㸪腹掛け）

(2) 一方向加力試験（負側）

(a) 試験終 (c) 試験終

(b) 試験終ᚋ (d) 試験終ᚋ
࠙評価方法1ࠚ ࠙評価方法2ࠚ

(b) 試験終ᚋ (d) 試験終ᚋ (f) 試験終ᚋ
࠙No.1ࠚ ࠙No.2ࠚ ࠙No.3ࠚ

࠙No.1ࠚ ࠙No.2ࠚ ࠙No.3ࠚ
(1) 一方向加力試験（正側）

(a) 試験終 (c) 試験終 (e) 試験終

(a) 試験終 (c) 試験終 (e) 試験終

(b) 試験終ᚋ (d) 試験終ᚋ (f) 試験終ᚋ



(2) 正負繰返し加力試験（評価方法2）
写真B.6ࠉ試験終および終ᚋの試験体の状ἣ（水平(野縁受け)方向加力㸪腹掛け）

࠙No.1ࠚ ࠙No.2ࠚ ࠙No.3ࠚ
(1) 一方向加力試験（正側）

(a) 試験終ᚋ (b) 試験終ᚋ

写真B.5ࠉ試験終および終ᚋの試験体の状ἣ（水平(野縁受け)方向加力㸪背掛け）

(a) 試験終ᚋ (c) 試験終ᚋ (e) 試験終ᚋ

(b) 試験終ᚋ (d) 試験終ᚋ (f) 試験終ᚋ

(2) 正負繰返し加力試験（評価方法2）

࠙No.1ࠚ ࠙No.2ࠚ ࠙No.3ࠚ
(1) 一方向加力試験（正側）

(a) 試験終ᚋ (b) 試験終ᚋ

(a) 試験終ᚋ (c) 試験終ᚋ (e) 試験終ᚋ

(b) 試験終ᚋ (d) 試験終ᚋ (f) 試験終ᚋ



 
 

 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

本書についての問い合わせは、下記までお願いします。 
 

→一般財団法人 日本建築総合試験所 試験研究センター 
→構造部 構造試験室 
→→〒565-0873 大阪府吹田市藤白台5丁目8番1号 
→→→ＴＥＬ：０６-６８３４－７９１３ （直通） 
→→→→→→→０６-６８７２－０３９１ (代表） 
→→→ＦＡＸ：０６-６８３４－１２３０ (直通） 
→→→→→→→０６-６８７２－０７８４ (代表） 

 

 
ᮏ᭩のྲྀᢅ࡚࠸ࡘ࠸ 

 
・本書の最終ページは本ページです。 
 
・本書の試験結果は、本書中に記載の試験体について得られたものです。 
 
・本書を複製して第三者に開示する場合は、必ず全文を複製することと

し、一部分だけの複製は行わないで下さい。 
 
・本試験結果の一部分を、当試験所の名称を付してカタログに掲載する

等、一般に開示する場合は、文書によって当試験所の承認を得るよう

にして下さい。 
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